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本
稿
は
、
京
都
女
子
大
学
所
蔵
蘆
庵
文
庫
の
（
Ⅰ
）『
非
蔵
人
盟
約
』（
整
理
番
号
七
─
一
三
、
目
録
通
番
八
二
五
）、『〔
非
蔵
人
誓

約
等
書
留
〕』（
整
理
番
号
大
─
二
四
、
目
録
通
番
一
二
八
七
）
の
う
ち
「
誓
約
之
事
」、
お
よ
び
（
Ⅱ
）『
歎
歌
道
之
興
廃
俳
諧
長
歌
二

首
』（
整
理
番
号
三
─
一
五
、目
録
通
番
四
六
六
。
挟
み
込
ま
れ
て
い
た
「
狂
歌
書
付
一
紙
」
も
含
む
）
の
解
題
な
ら
び
に
翻
刻
で
あ
る
。

〔
翻
刻
凡
例
〕

一
、
翻
字
は
原
則
と
し
て
原
本
通
り
と
す
る
。
但
、
以
下
の
項
目
に
つ
い
て
は
改
め
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。

一
、
旧
字
体
・
異
体
字
・
合
字
は
原
則
と
し
て
通
行
の
字
体
に
改
め
た
。

『
非
蔵
人
盟
約
』
と
『
歎
歌
道
之
興
廃
俳
諧
長
歌
二
首
』
解
題
と
翻
刻

─
─
非
蔵
人
の
誡
め
と
戯
れ
─
─

大

谷

俊

太

山

中

延

之

加

藤

弓

枝

大

山

和

哉

藤

原

静

香
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一
、
適
宜
、
句
読
点
・
並
列
点
を
施
し
清
濁
を
分
か
っ
た
。

一
、
丁
の
表
・
裏
の
移
り
目
は
」
で
示
し
た
。

一
、
割
書
部
分
は
〈

〉
で
括
り
示
し
た
。

一
、「
非
蔵
人
盟
約
」
に
つ
い
て
は
、
改
行
箇
所
は
／
で
示
し
た
。

一
、
見
せ
消
ち
部
分
は
網
掛
け
で
示
し
た
。
ま
た
、
墨
滅
部
分
は
抹
消
線
で
示
し
た
。

一
、
虫
損
・
抹
消
等
に
よ
る
判
読
不
能
箇
所
は
、
字
数
が
判
る
場
合
は
□
で
、
判
ら
な
い
場
合
は
［

］
で
示
し
た
。

一
、
単
純
な
誤
字
訂
正
と
認
め
ら
れ
る
箇
所
は
、
改
め
た
後
の
形
で
翻
字
し
た
場
合
が
あ
る
。

一
、
そ
の
他
、
私
の
注
記
事
項
は
（

）
で
示
し
た
。

（
Ⅰ
）
非
蔵
人
盟
約

〔
解
題
〕

「
非
蔵
人
盟
約
」
と
は
、
禁
中
小
番
を
務
め
る
非
蔵
人
た
ち
が
守
る
べ
き
心
得
を
書
き
記
し
た
誓
約
書
で
あ
る
。
蘆
庵
文
庫
に
は
、

二
点
の
盟
約
書
留
が
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
書
誌
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

⑴

整
理
書
名
、『〔
非
蔵
人
盟
約
〕』。
筆
者
、
藤
島
宗
韶
・
藤
島
宗
順
（
筆
跡
に
よ
る
）。
整
理
番
号
、
七
─
一
三
。
目
録
通
番
、

八
二
五
。
外
題
、
な
し
（
表
紙
な
し
）。
内
題
、「
盟
約
」。
成
立
、
江
戸
中
期
。
装
訂
・
数
量
、
一
包
折
紙
綴
一
冊
。
寸
法
、
縦

一
六
・
五
×
横
三
四
・
九
糎
。
丁
数
、
全
一
四
丁
。
料
紙
、
楮
紙
。
包
紙
上
書
、「
小
番
所
に
有
之
誓
約
之
留
」。
内
容
、
①
宝
暦

二
年
（
一
七
五
二
）、
②
宝
暦
七
年
（
一
七
五
七
）、
③
安
永
六
年
（
一
七
七
七
）、
④
年
時
不
詳
、
⑤
延
享
元
年
（
一
七
四
四
）、
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⑥
⑦
安
永
五
年
（
一
七
七
六
）、
⑧
宝
暦
二
年
、
⑨
正
徳
四
年
（
一
七
一
四
）、
⑩
延
享
元
年
の
計
一
〇
種
の
「
非
蔵
人
盟
約
」
よ

り
な
る
。

⑵

整
理
書
名
、『〔
非
蔵
人
盟
約
等
書
留
〕』。
筆
者
、
藤
島
宗
順
（
筆
跡
に
よ
る
）。
整
理
番
号
、
大
─
二
四
。
目
録
通
番
、
一

二
八
七
。
外
題
、
な
し
（
表
紙
な
し
）。
内
題
、「
盟
約
」。
成
立
、
江
戸
中
期
。
装
訂
・
数
量
、
包
紙
二
紙
・
折
紙
三
紙
。
寸
法
、

縦
三
〇
・
七
×
横
四
三
・
一
糎
。
料
紙
、
楮
紙
。
包
紙
上
書
、（
外
包
上
書
）「
中
宮
御
乞
物
／
非
蔵
人
誓
約
の
事
／
燈
誡煙
の
事
」、

藤
島
益
雄
氏
筆
。（
包
紙
上
書
）「
中
宮
御
所
御
肝
煎
／
并
非
蔵
人
等
乞
物
」。
内
容
、
⑪
明
和
九
年
二
月
付
「
誓
約
之
事
」
折
紙

一
紙
。
他
に
「
燈
誡煙
之
事
」
折
紙
一
紙
、「
口
上
之
覚
」
折
紙
一
紙
の
二
通
と
共
に
一
包
み
。

盟
約
の
日
付
は
、正
徳
四
年
（
一
七
一
四
）
の
も
の
が
も
っ
と
も
古
く
、つ
い
で
延
享
元
年
（
一
七
四
四
）、宝
暦
二
年
（
一
七
五
二
）、

宝
暦
七
年
（
一
七
五
七
）、
明
和
九
年
（
一
七
七
二
）、
安
永
五
年
（
一
七
七
六
）、
安
永
六
年
（
一
七
七
七
）
に
至
る
。
年
号
不
明
の

一
通
と
合
わ
せ
て
、
計
十
一
通
の
盟
約
が
確
認
で
き
る
。
な
お
、
安
永
五
年
十
二
月
四
日
付
の
二
通
（
⑥
・
⑦
）
は
同
じ
時
の
も
の
で

ほ
ぼ
同
内
容
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
資
料
は
、
い
ず
れ
も
、
そ
の
筆
跡
か
ら
新
日
吉
神
社
祠
官
で
非
蔵
人
で
あ
っ
た
藤
島
宗
韶
（
一
七
二

九
─
一
七
八
九
）
な
ら
び
に
、
そ
の
息
子
の
藤
島
宗
順
（
一
七
五
六
─
一
八
二
一
）
に
よ
る
手
控
え
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
十
一
通

の
盟
約
ご
と
に
、
料
紙
や
保
存
状
態
が
異
な
り
筆
致
に
も
違
い
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
別
々
の
時
期
に
折
紙
に
書
写
し
た
も
の
を
、
後
に

合
綴
し
た
も
の
で
あ
る
。

非
蔵
人
は
非
蔵
人
奉
行
（
公
卿
二
人
、
月
番
制
）
の
統
轄
下
に
三
番
（
の
ち
に
は
四
番
）
制
の
小
番
を
組
ん
で
三
日
に
一
度
の
頻
度

で
内
裏
へ
出
勤
し
、
殿
上
で
の
行
事
の
敷
設
や
雑
役
に
従
事
し
て
い
た
。
常
時
五
十
人
ほ
ど
が
詰
所
に
い
た
が
、
そ
の
統
括
責
任
者
で

あ
る
番
頭
は
、
非
蔵
人
日
記
と
呼
ば
れ
る
職
掌
日
記
も
記
録
し
て
い
た
。
②
の
よ
う
に
単
署
の
誓
約
書
も
含
ま
れ
る
が
、
宗
韶
に
よ
っ

て
記
さ
れ
た
①
の
末
に
は
「
右
誓
約
一
統
実
名
相
印
／
番
頭
江
附
之
」
と
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
①
が
記
さ
れ
た
宝
暦
二
年
十
二
月
七
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日
の
『
藤
島
宗
韶
日
記
』（
大
一
─
三
）
に
は
、「
一
、
今
般
誓
約
一
紙
、
一
統
実
名
相
印
、
番
頭
へ
付
之
。
其
文
如
左
。」
と
あ
り
、

つ
づ
け
て
①
と
同
じ
の
誓
約
が
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
誓
約
書
の
多
く
は
各
番
の
番
頭
へ
連
名
で
提
出
し
た
も
の
と
推
察

さ
れ
る
。
⑴
『〔
非
蔵
人
盟
約
〕』
の
包
紙
上
書
に
「
小
番
所
に
有
之
誓
約
之
留
」
と
あ
る
よ
う
に
、
提
出
さ
れ
た
誓
約
書
は
禁
裏
小
番

所
に
保
管
さ
れ
て
お
り
、
正
徳
・
延
享
と
い
っ
た
古
い
誓
約
も
同
所
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
も
の
を
転
写
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
も
、
誓
約
書
は
折
に
触
れ
て
の
提
出
が
要
請
さ
れ
た
と
思
し
い
。『
藤
島
宗
韶
日
記
』（
大
三
─
九
）
の
安
永
六
年
二
月
三
日
の

条
に
、「
一
、
今
日
よ
り
結
改
」
と
あ
り
、
新
し
い
番
の
一
覧
が
示
さ
れ
た
後
、「
一
、
非
常
参
勤
。
是
迄
結
改
度
々
書
改
、
御
両
役
所

奉
行
衆
進
所
、
自
今
別
紙
書
付
、
二
月
進
、
八
月
不
進
旨
申
入
。
一
、
一
統
申
合
ケ
条
書
付
、
惣
中
示
畢
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

⑧
の
誓
約
の
末
に
は
「
尤
毎
年
小
番
結
改
之
時
節
、
更
於
番
々
従
頭
人
可
示
教
。
其
時
可
覧
一
統
壁
書
也
。」
と
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、

禁
裏
小
番
が
結
改
さ
れ
新
し
い
番
に
な
る
度
に
、
番
頭
か
ら
非
蔵
人
と
し
て
守
る
べ
き
事
項
が
壁
書
で
示
さ
れ
、
非
蔵
人
た
ち
は
そ
れ

を
見
て
誓
約
書
を
提
出
し
て
い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
伝
存
す
る
誓
約
書
の
日
付
は
、
正
月
が
三
通
、
二
月
が
一
通
、
七

月
が
一
通
、
十
一
月
が
一
通
、
十
二
月
が
四
通
（
⑥
・
⑦
を
一
通
と
す
る
）、
不
明
が
二
通
で
あ
り
、
大
半
は
暮
れ
か
ら
年
明
け
の
も

の
で
あ
る
。

ま
た
、
宗
順
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た
安
永
五
年
十
二
月
四
日
付
の
⑥
・
⑦
は
、
前
述
の
通
り
ほ
ぼ
同
内
容
で
あ
る
が
、『
藤
島
宗
順
日
記
』

（
大
二
─
五
）
の
同
日
条
に
、「
一
、
申
合
事
有
之
。
若
輩
衆
中
羽
倉
豊
州
亭
集
会
」
と
あ
る
、
こ
の
「
申
合
」
に
当
た
る
と
考
え
ら
れ

る
。
他
の
資
料
と
は
異
な
り
、
見
出
し
が
「
規
定
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
盟
約
と
は
別
に
若
手
の
非
蔵
人
た
ち
が
羽
倉
信
美
宅
に
集
ま

り
、
非
蔵
人
と
し
て
守
る
べ
き
事
項
を
相
談
し
て
ま
と
め
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
⑥
へ
の
書
入
が
⑦
の
本
文
と
な
り
、
さ
ら
に
⑦
に

も
修
正
が
書
き
加
え
ら
れ
推
敲
を
重
ね
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
盟
約
が
必
ず
し
も
上
か
ら
強
制
さ
れ
て
の
も
の
と
は
限
ら
ず
、

彼
ら
の
自
発
的
な
行
為
で
あ
る
一
面
も
有
し
て
い
た
こ
と
が
覗
わ
れ
も
す
る
。
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さ
て
、
盟
約
の
内
容
は
、
宮
中
に
あ
る
物
を
大
切
に
す
る
こ
と
、
堂
上
人
へ
は
礼
儀
を
払
う
こ
と
、
番
頭
は
父
の
ご
と
く
敬
う
こ
と
、

と
い
っ
た
勤
務
に
際
す
る
注
意
事
項
が
列
挙
さ
れ
る
ほ
か
、
酒
は
飲
み
過
ぎ
て
は
な
ら
ぬ
と
い
っ
た
、
日
常
生
活
の
心
得
も
書
き
留
め

ら
れ
て
い
る
。
学
芸
に
関
す
る
記
述
も
見
ら
れ
、
た
と
え
ば
②
に
は
藤
島
宗
韶
の
筆
跡
で
「
官
暇
に
は
、
学
問
・
手
跡
・
風
雅
の
道
、

相
嗜
み
、
上
古
の
風
を
学
び
、
心
の
内
外
に
弁
ふ
べ
き
事
、
専
要
々
々
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
非
蔵
人
に
と
っ
て
学
芸
は
、

あ
く
ま
で
も
「
官
暇
」
に
た
し
な
む
べ
き
教
養
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
蘆
庵
文
庫
に
は
数
々
の
和
歌
資
料
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、

非
蔵
人
た
ち
に
と
っ
て
和
歌
を
は
じ
め
と
す
る
文
芸
と
は
、
公
家
た
ち
の
よ
う
に
一
種
の
職
務
と
し
て
要
請
さ
れ
た
も
の
で
も
な
け
れ

ば
、
地
下
人
た
ち
の
多
く
の
よ
う
に
、
趣
味
や
習
い
事
で
も
な
か
っ
た
。
堂
上
と
地
下
の
境
界
に
位
置
す
る
存
在
で
あ
る
非
蔵
人
の
文

芸
は
、
必
ず
し
も
伝
統
に
縛
ら
れ
る
こ
と
な
く
時
代
に
即
応
す
る
柔
軟
性
を
有
し
、
か
つ
、
非
蔵
人
仲
間
の
連
帯
の
意
識
の
中
で
、
慰

み
ご
と
で
終
わ
ら
ず
、
教
養
を
高
め
身
を
修
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

時
代
が
下
る
に
し
た
が
っ
て
、
非
蔵
人
を
取
り
巻
く
環
境
は
変
化
し
て
い
く
。
幕
末
の
公
家
社
会
で
は
、
困
窮
し
た
公
家
の
中
に
は

子
弟
の
教
育
も
ま
ま
な
ら
な
い
者
も
出
て
く
る
。
そ
の
よ
う
な
折
、
御
所
内
に
公
家
社
会
の
頽
廃
回
復
を
目
的
と
し
た
「
学
習
院
」
な

る
公
的
教
育
機
関
が
設
立
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
学
習
院
は
、
主
と
し
て
貧
し
い
公
家
の
子
弟
を
対
象
と
し
て
い
た
が
、
広
く
京

都
御
所
に
出
仕
す
る
人
々
に
も
入
門
が
呼
び
か
け
ら
れ
た
。
参
加
者
の
意
識
は
ま
ち
ま
ち
で
あ
り
、
怠
惰
な
た
め
名
簿
か
ら
は
ず
さ
れ

る
も
の
も
い
た
と
い
う
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
非
蔵
人
の
子
弟
た
ち
が
、
そ
の
勤
勉
ぶ
り
か
ら
褒
賞
を
得
た
こ
と
が
あ
っ
た
（
本
多
辰

次
郎
「
学
習
院
創
設
及
其
沿
革
」『
史
学
雑
誌
』
二
六
編
四
号

一
九
一
五
年
四
月
、
小
林
丈
広
『
明
治
維
新
と
京
都
─
公
家
社
会
の

解
体
─
』
臨
川
選
書

一
九
九
八
年
）。
彼
ら
が
褒
賞
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
そ
の
背
景
に
は
、『
非
蔵
人
盟
約
』
に
見
ら
れ
る
よ
う
な

前
代
の
非
蔵
人
た
ち
が
横
の
繋
が
り
を
意
識
し
、
規
律
を
守
り
勉
学
に
励
ん
で
き
た
歴
史
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
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〔
翻
刻
〕

⑴
『
非
蔵
人
盟
約
』（
七
─
一
三
）

小
番
所
ニ
有
之
誓
約
之
留
（
包
紙
表
書
）

①
　
　
　
　

盟
約

一
、
古
格
式
堅
守
ハ
義
也
。
忘
／
之
阿
諛
ハ
不
義
也
。
若
不
／
義
之
輩
有
之
バ
、
相
互
急
度
／
可
令
諷
諫
候
事
。

一
、
湯
帷
子
取
扱
一
向
致
間
敷
事
。
／
其
人
其
家
来
品
ヲ
付
、
入
魂
有
／
之
と
も
、
其
品
ヲ
知
時
ハ
決
シ
テ
／
理
可
申
事
。

一
、
襪
取
扱
同
事
。
無
遠
慮
理
／
可
申
勿
論
、
紐
結
候
事
茂
可
為
／
同
事
事
。
／
但
、
摂
家
方
宮
方
門
跡
方
大
臣
方
、
／
制
之
外
也
。

於
御
頼
ハ
可
応
御
求
候
也
。

一
、
葛
籠
よ
り
夜
の
物
取
入
之
事
、
／
一
切
致
間
敷
事
。
万
一
入
魂
／
之
人
有
之
候
と
も
、
不
可
申
取
合
。
及
／
再
応
候
者
、
先
告
番

頭
而
後
、
／
急
度
理
可
申
事
。」（
1
オ
）

一
、
沓
取
扱
一
切
致
間
敷
事
。
／
右
条
事
、
堅
固
可
相
守
、
／
今
更
雖
不
及
令
誓
約
候
、
当
／
時
之
勢
イ
若
有
頼
之
人
候
而
、
／
於
一

分
有
難
辞
事
乎
。
後
来
／
存
計
而
令
是
盟
約
者
也
。
／
聊
背
約
之
輩
於
有
之
者
、
／
可
蒙
／
氏
神
之
御
罰
者
也
。

年
月
日

右
誓
約
一
統
実
名
相
印
／
番
頭
江
附
之
。

宝
暦
二
年
十
二
月
七
日　
　

」（
1
ウ
）

②忠
孝
之
道
専
可
相
守
。
仕
／
官
之
者
不
忘
忠
、
必
廃
公
務
／
不
可
称
私
用
。
在
家
者
不
忘
／
孝
、
朝
々
暮
々
可
守
其
道
事
。
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一
、
朝
廷
之
礼
儀
父
祖
之
／
先
式
身
分
ヲ
弁
慎
守
、
上
下
／
之
礼
有
て
凡
職
之
姿
を
／
く
ず
さ
れ
ざ
る
様
肝
要
。

一
、
番
頭
ハ
父
の
ご
と
く
、
先
輩
ハ
兄
／
の
ご
と
く
敬
之
、
先
輩
は
後
輩
ヲ
／
憐
こ
と
あ
た
か
も
弟
之
ご
と
く
／
引
立
、
古
実
先
式
を

教
聞
セ
、
／
後
輩
ハ
何
事
ニ
よ
ら
ず
不
被
知
／
こ
と
を
尋
聞
、
先
輩
の
命
ニ
従
ヒ
、
／
先
後
輩
之
礼
節
正
敷
相
守
、
／
後
輩
と
い

へ
ど
も
年
我
よ
り
高
く
ハ
／
礼
節
先
輩
ニ
等
シ
。
年
我
よ
り
／
下
〳
〵
と
い
へ
ど
も
、
先
輩
を
後
輩
」（
2
オ
）
よ
り
侮
こ
と
な
く

礼
節
ヲ
本
と
し
、
／
た
と
へ
恨
が
ま
し
き
事
あ
り
と
て
、
／
後
日
ニ
是
を
報
は
ん
と
す
る
事
／
な
く
、
交
を
水
の
ご
と
く
に
し
て

／
打
や
は
ら
ぎ
、
相
互
ニ
助
合
、
／
御
用
遅
滞
ニ
な
ら
ぬ
様
勤
／
は
げ
み
、
し
か
し
、
何
ニ
而
も
奉
公
勤
と
／
斗
心
得
バ
、
労
斗

に
し
て
勤
に
ハ
／
あ
ら
ず
。
却
而
不
忠
に
し
て
／
仲
間
の
為
に
害
成
事
あ
る
べ
し
。
／
ふ
か
く
是
を
わ
き
ま
へ
勤
、
／
官
暇
に
ハ
、

学
文
手
跡
／
風
雅
之
道
相
嗜
、
上
古
の
／
風
を
学
、
心
之
内
外
に
可
／
弁
事
専
要
々
々

　
　

宝
暦
第
七
初
秋

　
　
　
　
　
　
　
　

忠
韶　
　

」（
2
ウ
）

③一
、
慕
古
風
、
慎
放
埒
、
為
私
用
／
不
可
怠
公
務
、
万
事
聞
繕
／
先
輩
、
互
風
諫
而
可
慎
進
／
退
事
。

一
、
平
日
詰
番
之
番
頭
、
御
／
両
役
所
江
参
居
、
或
御
用
向
／
ニ
而
往
反
之
節
、
詰
合
之
人
体
／
被
申
合
、
万
事
可
被
心
添
候
。
／
尤

覚
悟
之
事
ニ
候
得
共
、
不
／
寄
何
事
、
番
頭
江
者
勿
論
、
／
詰
合
之
人
江
申
置
、
間
違
無
之
／
様
可
被
心
附
候
事
。

一
、
御
用
参
勤
者
勿
論
、
当
番
／
番
詰
之
刻
限
、
必
遅
参
有
之
／
間
敷
事
。

一
、
平
日
辰
刻
必
狩
衣
可
有
／
着
用
事
。

一
、
預
り
之
役
々
不
怠
様
可
心
附
事
。

一
、
番
代
之
事
、
不
洩
様
番
頭
へ
／
可
被
相
届
事
并
翌
日
被
」（
3
オ
）
相
移
候
人
渡
有
之
間
敷
、
／
御
用
残
之
節
、
無
人
無
之
様
／
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被
心
附
、
番
代
可
有
之
事
。

一
、
紛
失
物
之
事
ハ
銘
々
盟
／
約
有
之
候
得
者
、
更
ニ
ヶ
条
ニ
／
不
書
上
候
事
。

一
、
詰
合
先
輩
後
輩
被
申
合
、
／
片
寄
有
之
間
敷
事
。

一
、
不
寄
何
拝
借
之
品
、
翌
番
迄
／
急
度
返
上
可
有
之
。
若
及
遅
／
滞
候
者
、
番
頭
へ
可
被
相
届
事
。

一
、
平
日
休
息
専
一
ニ
無
之
様
／
可
被
心
得
事
。

一
、
乞
物
一
々
番
頭
へ
不
洩
様
／
可
被
相
届
事
。

一
、
火
用
心
可
為
専
一
事
。

右
之
ヶ
条
各
覚
悟
之
義
ニ
候
／
得
共
、
奉
行
衆
被
仰
渡
茂
有
／
之
候
間
、
弥
以
自
今
急
度
／
可
被
相
守
者
也
。

安
永
六
年
正
月

右
之
ヶ
条
認
一
統
示
畢
。」（
3
ウ
）

④一
、
小
番
其
外
御
用
参
勤
／
無
懈
怠
可
相
務
事
。

一
、
於
他
所
御
内
之
取
沙
汰
／
可
為
無
用
事
。
／
但
、
世
上
ニ
知
間
敷
事
ヲ
制
意
也
。

一
、
新
規
之
企
、
又
新
法
之
事
／
許
容
有
間
敷
、
其
儀
ア
ラ
バ
一
統
／
衆
評
之
上
可
決
事
。

一
、
御
台
所
取
次
已
下
応
対
／
勿
失
節
事
。
／
雖
為
私
談
於
敷
居
〈
表
御
／
堺
〉
外
、
応
／
対
可
為
無
用
事
。

一
、
法
中
参

内
之
時
、
入
／
魂
出
逢
時
儀
、
対
其
僧
／
礼
節
過
分
之
体
有
間
敷
事
、
／
勿
論
饗
応
ケ
間
敷
儀
／
一
切
有
間
敷
事
。」

（
4
オ
）

一
、
高
声
ニ
而
傍
輩
ヲ
呼
／
と
き
不
可
称
殿
事
。
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此
外
巨
細
之
事
、
以
／
此
趣
意
可
要
。

」（
4
ウ
）

⑤
　
　

誓
約
之
事

一
、
御
膳
上
り
物
の
取
あ
つ
か
ひ
、
御
殿
廻
り
御
道
具
／
雑
具
ニ
い
た
る
ま
で
破
損
紛
失
な
き
様
ニ
相
守
り
候
事
。
／
尤
面
々
覚
悟
之

事
ニ
候
へ
ど
も
、
別
而
向
後
は
心
を
付
／
相
慎
候
事
肝
要
に
候
也
。
并
御
文
庫
一
切
之
／
御
道
具
出
入
大
切
ニ
麁
末
な
き
や
う
に

可
仕
事
、
／
同
前
候
也
。

一
、
御
奉
公
大
切
に
い
た
し
忠
孝
之
道
相
嗜
各
／
格
式
忘
失
無
之
様
ニ
可
被
心
得
候
。

一
、
於
小
番
所
起
居
進
退
等
粗
暴
の
ふ
る
ま
ひ
／
有
之
間
敷
候
。
尤
堂
上
歴
々
に
対
し
失
礼
／
な
く
応
対
心
を
つ
け
、
可
被
相
慎
候
。

菟
角
／
其
身
の
不
敬
よ
り
思
ひ
よ
ら
ぬ
事
を
出
来
候
間
、
／
弱
輩
之
衆
々
別
而
平
生
の
た
し
な
み
／
第
一
の
事
ニ
候
。

一
、
於
清
所
口
御
用
之
諸
具
朝
夕
の
認
等
／
に
至
ま
で
、
と
り
あ
つ
か
ひ
放
埒
な
き
や
う
に
、
／
か
り
に
も
不
法
粗
言
な
き
や
う
に
戒

あ
る
べ
く
候
。

一
、
於
小
番
所
卑
俗
の
戯
雑
談
可
被
相
慎
候
。
／
尤
た
が
ひ
に
和
談
候
而
争
論
な
く
、
老
分
の
／
衆
は
弱
輩
之
輩
へ
何
事
も
無
如
在
指

南
／
候
而
懇
切
に
有
度
候
。
尤
着
用
之
具
ま
ぎ
／
ら
は
敷
事
な
き
や
う
に
可
被
相
慎
候
。
銘
々
／
自
古
来
簇
性
（
姓
カ
）御
吟
味
殊
に
／

院
之
御
制
禁
も
有
之
候
上
は
、
い
よ
〳
〵
／
相
互
吟
味
あ
る
べ
く
候
。

一
、遊
所
の
徘
徊
群
聚
の
戯
場
、自
古
来
／
御
制
禁
候
。
弱
年
の
衆
は
別
而
物
珍
敷
人
立
の
／
場
所
往
反
、不
図
卒
爾
の
事
出
来
候
は
ゞ

／
」（
5
オ
）
臍
を
く
ひ
候
と
も
か
へ
ら
ぬ
事
、
父
祖
の
名
も
／
け
が
し
、
い
ひ
か
ひ
な
き
仕
方
出
来
候
ま
ゝ
、
敬
／
戒
第
一
の

事
候
也
。

一
、
小
番
所
に
か
ぎ
ら
ず
他
所
た
り
と
い
へ
ど
も
、
／
博
奕
之
類
勝
負
ヶ
間
敷
義
堅
可
停
／
止
候
事
。
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一
、
酒
は
量
な
し
と
い
へ
ど
も
、
御
制
禁
の
／
三
献
に
す
ぐ
間
布
候
。

右
ヶ
条
自
今
別
而
た
が
ひ
に
可
相
慎
候
。
／
四
海
昇
平
／
聖
明
の
御
代
に
つ
か
へ
奉
り
、
鏡
の
物
を
／
照
す
ご
と
く
清
粋
に
候
へ
ば
、

是
非
善
悪
／
早
速
露
見
候
。
平
生
意
風
雅
の
稽
古
は
／
人
々
有
度
事
ニ
候
。
能
々
思
慮
候
而
万
事
／
敬
肝
要
ニ
候
。
物
極
而
は
改
た
ま

る
は
必
然
の
／
理
に
候
へ
ば
、
又
元
和
寛
永
の
時
節
／
の
や
う
に
召
遣
候
半
也
。
面
々
思
ひ
／
く
た
さ
ぬ
や
う
に
長
久
に
相
勤
度
候
。

／
若
違
犯
之
輩
は
先
祖
の
神
罰
ヲ
／
可
被
蒙
事
ニ
候
。
仍
一
統
誓
約
如
／
斯
ニ
候
也
。

延
享
元
年
子
十
二
月

」（
5
ウ
）

⑥
　
　
　

規
定

一
、
小
番
大
切
可
出
情
（
精
カ
）事
／
参
勤
刻
限
不
及
遅
滞
様
可
相
励
。
且
／
触
加
番
所
労
相
扶
参
勤
可
有
之
事
。

一五
、
対
高
貴
失
敬
無
之
様
／
第
一
之
事
。

□七
、
先
輩
者
勿
論
先
後
老
若
／
之
礼
節
不
可
混
事
。

一三
、
番
所
々
々
格
式
乱
間
敷
事
。

一四
、
於
詰
所
雑
談
閑
所
江
一
人
／
立
入
等
之
儀
有
之
間
敷
事
。

一六
、
雖
為
貴
人
命
背
古
格
之
／
儀
、
以
自
己
之之
以
了
簡
不
可
有
／
許
容
事
。

□八
、
清
所
口
闥
之
外
江
出
并
猥
ニ
／
私
之
入
魂
堅
無
用
之
事
。

一九
、
雖
為
軽
少
之
品
自
宅
江
私
ニ
引
／
」（
6
オ
）
取
事
可
相
慎
事
。

□二
、
宮
中
之
事
於
他
所
話
談
／
堅
可
相
慎
事
。

一
、
諸
家
之
家
来
且
取
次
以
下
江
／
乱
礼
儀
応
対
有
之
間
敷
事
。
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右
之
条
々
可
相
守
事
、
在
／
宮
中
者
勿
論
於
他
所
亦
不
法
之
／
進
退
無
之
様
堅
可
相
慎
候
、
近
／
来
之
風
儀
不
存
古
風
鄙
／
俗
ニ
相
流

候
間
、
身
分
相
応
之
／
心
掛
有
之
度
事
、
一
統
誓
約
／
有
之
。
上
者
雖
為
覚
悟
之
事
、
若
／
輩
更
令
示
談
条
目
相
定
／
候
。
自
今
規
定

ニ
相
背
不
信
不
／
実
之
人輩
於
有
之
者
、
相
互
ニ
可
令
／
諷
諫
、
尤
平
生
之
交
、
疎
情
隔
／
意
不
可
有
之
事
。

安
永
五
申
十
二
月
四
日

」（
6
ウ
）

⑦
　
　
　

規
定

一
、
小
番
大
切
可
出
情

（
精
カ
）事
／
参
勤
刻
限
不
及
遅
滞
様
可
相
励
。
且
／
触
加
番
所
労
相
扶
参
勤
可
有
之
事
。

一
、
宮
中
之
事
於
他
所
話
談
／
堅
可
相
慎
事
。

一
、
番
所
々
々
格
式
乱
間
敷
事
。

一
、
於
詰
所
雑
談
閑
所
江
一
人
／
立
入
等
之
儀
有
之
間
敷
事
。

一
、
対
高
貴
失
敬
無
之
様
／
第
一
之
事
。

一
、
雖
為
貴
人
之
命
、
背
古
格
之
／
儀
、
以
自
己
之
了
簡
不
可
有
／
許
容
事
。

一
、
先
輩
者
勿
論
先
後
老
／
若
之
礼
節
不
可
混
事
。

一
、
清
所
口
闥
外
江
出
并
猥
ニ
／
私
之
入
魂
堅
無
用
之
事
。

一十
、
雖
為
軽
少
之
品
自
宅
江
私
ニ
／
引
取
事
可
相
慎
事
。」（
7
オ
）

一
、
諸
家
々
来
且
取
次
以
下
江
／
乱
礼
儀
応
対
有
之
間
敷
事
。

右
之
条
々
可
相
守
事
、在
／
宮
中
者
勿
論
於
他
所
亦
不
法
／
之
進
退
無
之
様
堅
可
相
慎
、／
近
来
之
風
儀
不
存
古
風
鄙
／
俗
ニ
相
流
候
間
、

身
分
相
応
之
／
心覚
掛悟
有
之
度
事
、
一
統
誓
／
約
有雖

之
。
雖
為
覚
悟
之
事
／
若
輩
更
令
示
談
条
目
／
相
定
候
。
自
今
規
定
ニ
相
背
／
不
信
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不
実
之
輩
於
有
之
者
、
／
相
互
ニ
可
令
諷
諫
。
尤
平
生
／
之
交
接
疎
情
隔
意
不
可
／
有
之
事
。

安
永
五
申
十
二
月
四
日　
　

」（
7
ウ
）

⑧
　
　
　

誓
約

一
、
今
般
〈
宝
暦
／
二
年
〉
壁
書
之
条
々
／
堅
固
可
相
守
事
。

一
、
御
詰
端
内
々
外
様
之
番
所
／
参
番
勤
方
交
等
之
事
。
／
盟
約
之
条
々
堅
固
可
相
守
事
。

一
、
納
言
已
下
江
用
達
文
体
／
等
之
事
。
／
雖
為
御
用
不
書
宛
所
、
／
月
日
之
下
実
名
、
其
傍
ニ
称
号
／
呼
名
可
書
之
。
且
私
用
は
／

格
別
と
い
へ
ど
も
御
機
嫌
と
書
事
／
可
為
停
止
。
勿
論
於
言
語
も
／
可
有
其
心
得
事
。

一
、
役
人
衆
其
外
近
習
内
々
外
様
／
衆
中
、
於
小
番
所
有
所
労
時
之
事
／
番
頭
番
頭
代
或
は
可
然
老
輩
江
／
諸
事
可
相
尋
。
必
自
己
之

了
簡
」（
8
オ
）
并
一
人
シ
テ
介
抱
可
為
無
用
事
。

一
、
表
使
応
対
之
事
／
彼
身
柄
赤
縁
之
外
高
麗
／
縁
ヲ
不
能
踏
事
。
是
以
テ
み
る
時
は
／
婦
人
と
い
へ
ど
も
応
対
甚
／
過
分
ニ
候
。
言

語
已
下
常
々
／
心
得
可
有
之
事
。

一
、
於
内
玄
関
応
対
之
事
。
／
威
儀
進
退
己
ヲ
可
相
嗜
事
。

一
、
対
礼
之
事
。
／
摂
家
方
宮
方
門
跡
方
大
臣
方
／
右
之
御
方
於

宮
中
は
／
平
伏
勿
論
、
或
は
御
退
出
／
之
砌
於
御
車
寄
は
其
家
／

人
ヲ
呼
、
階
上
ニ
見
合
居
、
至
／
布
袋
様
戸
給
ふ
時
階
ヲ
／
降
る
べ
し
。
或
御
家
人
不
為
／
具
時
ア
リ
待
合
御
家
人
」（
8
ウ
）
御

沓
ヲ
持
進
ム
と
き
階
ヲ
／
降
片
手
ヲ
階
ニ
置
、
膝
ヲ
敷
石
ニ
／
つ
け
ず
し
て
沓
ヲ
着
給
ふ
／
と
き
可
為
蹲
踞
也
。
且
御
家
人
／
挨
拶

ス
ル
事
有
之
。
必
勿
受
之
。
／
又
於
途
中
は
可
為
蹲
踞
也
。
／
雨
降
と
き
可
脱
木
履
也
。
／
納
言
已
下
雲
客
衆
、
右
於
／
宮
中
は

座
に
あ
る
時
は
速
／
座
而
一
礼
シ
首
ヲ
あ
げ
手
ヲ
／
突
て
可
有
応
対
候
。
行
違
／
時
は
可
為
敬
屈
也
。
手
を
突
テ
／
礼
節
ス
ル
ハ
過
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分
也
。
却
而
／
可
謂
失
礼
。
或
は
立
な
が
ら
／
言
語
、
又
は
何
ニ
而
も
被
授
と
き
は
、
／
中
腰
折
。
是
ニ
答
フ
可
受
之
也
。
／
又

於
途
中
乗
輿
タ
ラ
バ
、」（
9
オ
）
腰
折
一
礼
ス
ベ
シ
。
雨
降
時
歩
行
／
た
ら
ば
木
履
の
緒
ヲ
は
づ
し
、
／
於
其
上
深
ク
可
為
一
礼
。

同
／
乗
輿
勿
論
不
脱
木
履
也
。

右
条
々
常
ニ
不
可
忘
怠
。
尤
／
毎
年
小
番
結
改
之
時
節
、
更
／
於
番
々
従
頭
人
可
示
教
。
其
時
／
可
覧
一
統
壁
書
也
。
若
／
聊
於
有
違

背
心
根
者
速
可
／
蒙
／
氏
神
之
御
罰
者
。
仍
如
件
。　
　

」（
9
ウ
）

⑨
盟
約

」（
10
オ
）（
10
ウ
空
白
）

誓
約
之
事

夫
国
ハ
神
国
也
。
朝
庭
は
神
道
／
の
源
旨
に
し
て
、
蒼
生
こ
れ
／
を
尊
崇
す
。
こ
の
故
に
紫
微
宮
／
天
上
共
云
り
。
又
月
卿
雲
客
の
名

／
あ
り
。
其
次
座
ニ
侍
る
銘
々
な
れ
ば
／
尤
種
姓
を
撰
ば
れ
て
こ
れ
に
／
候
す
。
こ
ゝ
を
以
て
名
姓
氏
正
敷
／
輩
也
。
然
共
連
々
召
代

の
風
／
儀
を
忘
、
放
埒
不
法
の
進
退
数
／
多
有
之
候
間
、
身
体
を
顧
み
／
自
今
可
相
慎
事
。

一
、
御
奉
公
向
被
入
情
被
勤
候
へ
共
／
猶
以
忠
義
可
励
事
。

一
、
小
番
所
廻
御
道
具
紛
失
損
等
／
無
之
様
、
可
被
心
懸
事
。
／
并
中
間
諸
具
等
も
同
前
ニ
有
／
之
事
。

一
、
堂
上
方
馴
あ
な
ど
り
無
礼
之
進
／
退
有
之
間
鋪
事
。　
　

」（
11
オ
）

一
、
堂
上
方
青
侍
中
江
不
法
の
相
拶
／
等
可
被
慎
候
。
此
方
よ
り
無
礼
之
／
義
被
慎
候
へ
ば
、
先
よ
り
も
慎
／
み
有
之
事
。

一
、
御
台
所
向
并
仕
丁
等
に
至
ま
／
で
過
分
或
不
宜
相
拶
無
之
／
様
可
被
心
付
事
。

一
、
中
間
中
に
て
も
相
拶
且
無
礼
／
之
進
退
有
之
間
鋪
候
。
尤
無
／
遠
慮
互
ニ
、
其
非
を
被
諫
／
令
可
被
改
候
事
。

一
、
大
酒
候
て
酒
狂
有
之
間
鋪
／
事
。
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右
ヶ
条
の
通
、
無
怠
慢
可
被
相
／
守
候
。
若
違
犯
の
輩
ハ
、
先
祖
の
／
神
罰
を
可
被
蒙
者
也
。
仍
／
一
統
誓
約
連
名
如
斯
。

正
徳
四
年
午
十
一
月
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
野
井
周
防
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

毛
利
豊
後
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
西
隠
岐
印

」（
11
ウ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
本
安
房
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
見
伊
豆
印

⑩
　
　

誓
約
之
事

一
、
御
膳
上
り
物
の
取
あ
つ
か
ひ
、
御
殿
／
廻
御
道
具
雑
具
に
い
た
る
ま
／
で
破
損
紛
失
な
き
や
う
に
／
相
守
り
候
事
者
尤
面
々
覚
悟

／
之
事
に
候
へ
ど
も
、
別
而
向
後
／
は
心
を
付
相
慎
候
事
、
肝
／
要
に
候
也
。
并
御
文
庫
一
切
之
／
御
道
具
出
入
大
切
に
麁
末
／

な
き
や
う
に
可
仕
事
／
同
前
候
也
。

一
、
御
奉
公
大
切
に
い
た
し
忠
孝
／
之
道
相
嗜
、
各
格
式
忘
失
／
無
之
様
ニ
可
被
心
得
候
。

一
、
於
小
番
所
起
居
進
退
等
」（
12
オ
）
粗
暴
の
ふ
る
ま
ひ
有
之
間
敷
／
候
。
尤
堂
上
歴
々
に
対
し
て
／
失
礼
な
く
応
対
心
を
つ
／
け

可
被
相
慎
候
。
菟
角
其
／
身
の
不
敬
よ
り
思
ひ
よ
ら
ぬ
／
事
も
出
来
候
間
、
弱
輩
／
之
衆
々
別
而
平
生
の
た
／
し
な
み
第
一
の
事

ニ
候
。

一
、
於
清
所
口
御
用
之
諸
具
、
朝
／
夕
の
認
等
に
至
ま
で
と
り
／
あ
つ
か
ひ
放
埒
な
き
／
や
う
に
か
り
に
も
不
法
粗
／
候（言
カ
）てな
き
や
う

に
戒
あ
／
る
べ
く
候
。
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一
、
於
小
番
所
卑
俗
の
戯
雑
／
談
可
被
相
慎
候
。
尤
た
が
ひ
／
に
和
談
候
て
争
論
な
く
／
老
分
の
衆
は
弱
輩
之
輩
」（
12
ウ
）
へ
何
事

も
無
如
在
指
南
／
候
而
懇
切
に
有
度
候
。
尤
／
着
用
之
具
ま
ぎ
ら
は
敷
事
／
な
き
や
う
に
可
被
相
慎
候
。
／
銘
々
に
古
来
簇
姓
共

／
吟
味
、
殊
に
／
院
之
御
制
禁
も
有
之
／
候
上
は
、
愈
相
互
ニ
吟
味
あ
る
／
べ
く
候
。

一
、
遊
所
の
徘
徊
、
群
聚
の
戯
／
場
、
自
古
来
御
制
禁
候
。
弱
／
年
の
衆
は
別
て
物
珍
敷
／
人
立
の
場
所
、
往
反
不
図
／
率
爾
の
事
出

来
候
は
ゞ
／
臍
を
く
ひ
候
と
も
か
へ
ら
／
ぬ
事
、
父
祖
の
名
も
」（
13
オ
）
け
が
し
、
い
ひ
か
ひ
な
き
／
仕
方
出
来
候
ま
ゝ
、
敬

戒
／
第
一
の
事
候
也
。

一
、
小
番
所
に
か
ぎ
ら
ず
、
他
所
／
た
り
と
い
へ
ど
も
、
博
奕
／
之
類
、
勝
負
ヶ
間
敷
義
、
／
堅
可
停
止
候
事
。

一
、
酒
は
量
な
し
と
い
へ
／
ど
も
御
制
禁
の
三
／
献
に
す
ぐ
間
布
候
。

右
ヶ
条
、
自
今
別
て
た
が
ひ
／
に
可
相
慎
候
。
／
四
海
昇
平
／
聖
明
の
御
代
に
つ
か
へ
奉
り
／
鏡
の
物
を
照
す
ご
と
く
／
清
粋
に
候
へ

ば
、
是
非
善
悪
」（
13
ウ
）
早
速
露
見
候
。
平
生
意
風
／
雅
の
稽
古
は
人
々
有
度
／
事
に
候
。
能
々
思
慮
而
／
万
事
敬
肝
要
に
候
。
物

／
極
而
は
改
た
ま
は
（
る
脱
カ
）
必
然
／
の
理
に
候
へ
ば
、
又
元
和
寛
／
永
の
時
節
の
や
う
に
／
□（召
遣
候
半
カ
）

□
□
□
也
。
面
々
思
ひ
／
く
た
さ
ぬ
や
う
に
長

久
／
に
相
勤
度
候
。
若
違
犯
／
之
輩
は
先
祖
の
神
／
罰
ヲ
可
被
蒙
事
／
ニ
候
。
仍
而
一
統
誓
約
／
如
斯
ニ
候
也
。

延
享
元
年
子
十
二
月

　
　
　
　
　
　
　
　

松
尾
豊
前
相
用

」（
14
オ
）

　
　
　
　
　
　
　
　

大
西
肥
前
親
定

　
　
　
　
　
　
　
　

藤
野
井
但
馬
成
光

　
　
　
　
　
　
　
　

大
賀
常
陸
宗
行

　
　
　
　
　
　
　
　

松
平
丹
波
為
胤
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祓
川
壱
岐
親
茂

（
貼
り
紙
）
藤
島

盟
約

」（
14
ウ
）

⑵
『〔
非
蔵
人
誓
約
等
書
留
〕』（
大
─
24
）

⑪
　
　

誓
約
之
事

禁
裏

仙
洞
の
昇
殿
を
／
ゆ
る
さ
れ

天
顔
を
拝
す
る
／
銘
々
な
れ
ば
、
各
姓
氏
正
敷
／
輩
也
。
然
共
連
々
古
代
の
／
風
義
を
忘
放

埒
不
法
の
／
進
退
数
多
有
之
候
間
、
／
身
体
を
顧
、
自
今
可
／
相
慎
事
。

一
、
御
奉
公
向
入
情
相
勤
、
／
忠
義
専
ニ
可
励
事
。

一
、小
番
所
廻
り
御
道
具
は
／
勿
論
堂
上
方
諸
具
／
不
寄
何
紛
失
損
紛
敷
／
後
ろ
ぐ
ら
き
事
無
之
／
様
ニ
可
心
付
事
。
并
中
間
／
諸
具
等
、

可
為
同
前
事
。

一
、
堂
上
方
ニ
馴
侮
り
無
礼
／
の
進
退
有
之
間
敷
事
。

一
、
大
酒
ニ
て
高
声
不
法
の
身
体
／
有
之
間
敷
事
。」

一
、
中
間
中
不
礼
の
挨
拶
／
高
声
卑
俗
の
戯
、
／
雑
談
有
之
間
敷
、
尤
／
遠
慮
第
一
、
互
ニ
其
非
／
を
諫
合
、
六
間
敷
不
／
寄
何
事
申
合
、

私
の
／
沙
汰
、
贔
屓
の
沙
汰
／
い
た
す
間
敷
事
。

右
之
ヶ
条
、
無
怠
慢
可
相
／
守
候
。
若
違
犯
の
輩
／
は
、
先
祖
の
神
罪
を
／
可
蒙
者
也
。
仍
一
統
／
誓
約
連
名
如
件
。

明
和
九
壬
辰
年
二
月
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（
Ⅱ
─
1
）
『
歎
歌
道
之
興
廃
俳
諧
長
歌
二
首
』

〔
解
題
〕

本
書
は
、
そ
の
外
題
・
内
題
の
通
り
、
歌
道
の
興
廃
の
さ
ま
を
風
刺
し
た
長
歌
形
式
の
狂
歌
二
首
で
あ
る
。
作
者
は
「
柿か

き
の

蔕へ
た
の

人ひ
と

真ま

似ね

」
を
名
乗
る
が
実
名
は
不
詳
。
成
立
年
時
も
未
詳
。
但
、
本
文
中
に
「
無か
ら

銭け
つ

」
の
語
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、「
か
ら
け
つ
」
と
い
う

言
葉
は
文
化
文
政
期
に
流
行
し
た
と
さ
れ
る
（
角
川
古
語
大
辞
典
ほ
か
）
と
こ
ろ
か
ら
、
そ
れ
以
降
の
江
戸
後
期
の
成
立
と
思
わ
れ
る
。

書
誌
事
項
は
以
下
の
通
り
。

整
理
書
名
、『
歎
歌
道
之
興
廃
俳
諧
長
歌
二
首
』。
著
者
、
柿
蔕
人
真
似
。
整
理
番
号
、
三
─
一
五
。
目
録
通
番
、
四
六
六
。
外
題
、

「
歎
歌
道
之
興
廃
俳
諧
長
歌
」（
中
央
、
打
付
書
、
墨
書
）。
内
題
、「
歎
歌
道
之
興
廃
俳
諧
長
歌
二
首

柿
蔕
人
真
似
」「
寄
縉
紳

家
一
首
」（
一
丁
表
）、「
寄
緇
流
一
首
」（
三
丁
表
）。
成
立
、
江
戸
後
期
写
。
装
丁
、
仮
綴
袋
綴
冊
子
。
冊
数
、
一
冊
。
寸
法
、

縦
二
二
・
六
×
横
一
六
・
六
糎
。
丁
数
、
全
五
丁
。
遊
紙
な
し
。
料
紙
、
楮
紙
。
半
丁
に
十
行
書
。
筆
者
不
詳
。
狂
歌
四
十
七
首

を
書
き
付
け
た
折
紙
一
紙
が
挟
み
こ
ま
れ
て
い
る
。

二
首
と
は
、「
寄
縉
紳
家
一
首
」
と
「
寄
緇
流
一
首
」
で
あ
る
。
一
首
目
は
、
本
文
に
「
縉
紳
家
」
の
ル
ビ
と
し
て
「
お
く
げ
た
ち
」

と
振
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
公
家
た
ち
の
和
歌
に
関
わ
っ
て
の
振
る
舞
い
の
実
態
が
少
々
批
判
的
に
描
か
れ
る
。
同
じ
く
二
首
目
は
、

寺
中
で
の
歌
会
で
専
ら
遊
興
に
耽
る
僧
侶
の
放
埒
ぶ
り
が
そ
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。

で
は
、
そ
れ
ら
の
あ
り
さ
ま
は
誰
の
眼
に
映
っ
た
も
の
な
の
か
。
長
歌
の
詠
作
主
体
、
柿
蔕
人
真
似
は
何
者
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い

る
の
か
。
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「
寄
縉
紳
家
一
首
」
に
お
い
て
は
、
詠
作
主
体
は
、
公
家
の
宗
匠
に
歌
道
入
門
を
し
て
い
る
が
、
そ
の
入
門
に
際
し
て
の
経
緯
は
、

公
家
の
方
か
ら
「
よ
び
よ
せ
て

束ご
し

脩う
ぎ

な
し
の

御
入
門

表お
も
て

向む
き

に
は

此こ
な
た方
か
ら

鸞さ
ん

尾ぼ
ん

函い
り

を

献
た
て
ま
つり
」
と
あ
る
。
貧
乏
公
家
の
方

か
ら
入
門
の
話
を
持
ち
か
け
た
の
は
、
門
弟
に
し
て
使
用
人
同
様
の
働
き
を
さ
せ
た
い
と
の
魂
胆
が
あ
っ
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
公
家

が
自
邸
で
歌
会
を
催
す
際
に
準
備
の
た
め
に
呼
び
出
さ
れ
る
の
は
当
然
の
こ
と
と
し
て
も
、
公
家
が
参
内
す
る
際
な
ど
に
も
御
供
と
し

て
駈
り
出
さ
れ
る
。

但
、
当
の
本
人
は
必
ず
し
も
強
い
ら
れ
て
働
か
さ
れ
て
い
る
と
し
て
不
満
を
漏
ら
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。「
内う
ち

に
御ご

参さ
ん

の

御

供
と
て

彼か
の

維こ
れ

光み
つ

の

扮
い
で
た
ちし
」
と
自
ら
を
『
源
氏
物
語
』
の
惟
光
に
擬
え
た
り
、「
ひ
と
り
供ど
も

こ
れ
も
三さ
ん

国ご
く

揚よ
う

名め
い

ノ

介す
け

と
お
も

へ
ば

腹は
ら

た
ゝ
ず
」
と
駈
り
出
さ
れ
仕
え
て
い
る
こ
と
に
自
足
し
て
い
る
。
源
氏
物
語
世
界
へ
の
同
化
を
好
し
と
し
、
宮
中
に
出
入
り

で
き
る
こ
と
が
ま
ん
ざ
ら
で
も
な
い
の
で
あ
る
。

中
に
、
公
家
の
宮
中
へ
の
参
内
に
御
供
し
、
主
が
退
出
す
る
場
面
で
、
待
ち
侘
び
て
主
の
脱
ぎ
置
い
た
沓
を
枕
の
う
た
た
寝
を
し
て

い
た
と
こ
ろ
、「
非ひ

蔵く
ろ

人ど

に

御
人
と
呼よ
ば

れ

手た

束つ
か

弓ゆ
み

（「
立
つ
」
と
の
掛
詞
）」
と
あ
る
。
非
蔵
人
か
ら
「
御
人
」
と
呼
ば
れ
て
い
る

の
で
、
当
人
は
「
非
蔵
人
」
で
は
な
く
、
よ
り
下
位
の
人
物
に
な
る
。
つ
ま
り
、
宮
中
や
仙
洞
に
仕
え
て
い
る
者
で
は
な
く
、
和
歌
の

師
匠
で
あ
る
公
家
の
も
と
に
出
入
り
を
し
、
時
に
御
供
と
し
て
宮
中
に
も
参
内
す
る
地
下
人
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
人
物
、
和
歌
の
道
に
は
そ
れ
な
り
に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
る
ら
し
く
、
河
東
の
聖
護
院
の
西
に
あ
る
公
家
の
別
荘
で
行
わ
れ

た
内
々
の
歌
会
に
も
出
席
を
許
さ
れ
て
い
る
。「
そ
の
外
列な
み

坐ゐ
る

人
々
は

み
な
詠
草
を

奉
る

を
り
か
ら
わ
れ
も

お
く
れ
じ
の

ま
け
じ
だ
ま
し
ひ
」を
発
揮
し
て
、提
出
す
る
自
詠
に
は
恃
む
と
こ
ろ
が
あ
る
。
し
か
も
、「
は
し
の
か
た

可
然
と
の

御み

点し
る
しは

こ
ゝ

ろ
そ
ま
ね
ど

染そ
め

て
か
く

筆
の
墨く
ろ
いと

朱あ
か
いと
は

い
づ
れ
弟で

子し

や
ら

師し
し
や
う匠
や
ら
」
と
自
ら
の
詠
草
に
対
す
る
師
匠
の
合
点
・
添
削

に
は
甚
だ
不
服
で
あ
る
。
そ
れ
も
そ
の
は
ず
、「
大う

人し

と
だ
に

せ
め
て
一い
ち

座ざ

の

人
々
に

い
は
れ
ま
星ほ
し

を
」
と
、「
大
人
」
と
呼
ば
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れ
る
地
下
の
歌
道
師
範
と
な
り
、「
わ
が
家や

を
さ
し
て

車く
る
まど
め

馬う
ま

つ
な
ぎ
を
も

建た
て

並な
べ

て

門か
ど

外べ

に
市い
ち

を

な
す
よ
し
も
が
な
」

と
歌
い
納
め
て
、
多
く
の
門
人
を
抱
え
る
こ
と
を
夢
み
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
、「
寄
縉
紳
家
一
首
」
の
詠
作
主
体
は
、
宮
廷
社
会
に
連
な
ろ
う
と
す
る
志
向
を
持
つ
地
下
人
で
、
歌
道
に
精
進
し
、
宗
匠
の

指
導
に
は
満
足
せ
ず
、
あ
わ
よ
く
ば
地
下
の
和
歌
の
宗
匠
と
し
て
身
を
立
て
た
い
と
願
う
人
物
で
あ
っ
た
。

次
に
、「
寄
緇
流
一
首
」
の
詠
作
主
体
は
何
者
か
。「
寄
縉
紳
家
一
首
」
と
同
じ
人
物
と
し
て
よ
い
の
か
。

冒
頭
に
、和
歌
は
「
塵ち

り

世の
よ

に

塵ち
り

塚づ
か

よ
り
も

多お
ほ

」
く
詠
ま
れ
る
の
で
、「
わ
が
は
き
だ
め
の

芥あ
く
たこ
そ

人
の
し
も
に
や

朽く
ち

果は
て

め
」

と
謙
遜
し
つ
つ
自
ら
も
歌
人
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、「
よ
し
朽く
つ

る
と
も

讃さ
ん

仏ぶ
つ

の

因ち
な
みを
だ
に
も

む
す
ば
む
と

家い
へ

は
出い
で

て
も

世

は
す
て
ぬ

法ほ
う

師し

の
隊む
れ

に

入い
り

相あ
ひ

の
」
と
続
け
て
、
俗
人
の
ま
ま
で
和
歌
を
通
じ
て
僧
侶
と
交
わ
る
人
物
で
あ
る
。
和
歌
に
関
し
て
は
、

当
人
が
師
匠
と
し
て
僧
の
詠
草
を
添
削
す
る
が
、「
扨
探た
ん

題だ
い

の

詠
草
は

朱あ
か

弁べ
ん

慶け
い

に

な
ほ
す
の
も

皆み
な

義よ
し

経つ
ね

に

し
て
お
け
ば

い
つ
も
御
機
嫌

よ
し
の
山
」、
あ
る
い
は
「
仕し

様や
う

模も

様や
う

も

な
い
歌
は

褒ほ
め

て
お
く
の
が

方ほ
う

便べ
ん

ぞ
」
と
僧
侶
の
ご
機
嫌
取
り
に
精

を
出
し
、「
唯た
ゞ

諸て
ら
〴梵〵
刹
の

幇お
た
い
こ間
と

な
つ
て
鳴な
ら

せ
ば

法お
の
づ
か
ら

爾
自
然

名
も
た
か
〴
〵
と

高た

顕か

目か
ん

標ば
ん

掲あ
げ

て
歌う
た

店み
せ

出
し
や
が
ほ
の
」

と
歌
道
指
南
の
看
板
を
掲
げ
、
地
下
の
宗
匠
と
し
て
押
し
出
し
た
い
と
の
望
み
を
持
つ
。
最
後
に
「
青あ
を
い

渋し
ぶ

柿が
き

蔕へ
た

な
が
ら

ほ
し
か
た

ま
り
し

片か
た

山や
ま

の

獼さ

猴る

歌う
た

客よ
み

と

い
は
る
べ
し
」
と
あ
っ
て
、
作
者
の
「
柿
蔕
人
真
似
」
が
当
の
本
人
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。

つ
ま
り
、「
寄
緇
流
一
首
」
の
詠
作
主
体
も
地
下
の
和
歌
宗
匠
と
し
て
一
家
を
為
し
た
い
人
物
で
あ
り
、「
寄
縉
紳
家
一
首
」
の
そ
れ

と
同
じ
と
し
て
構
わ
な
い
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
で
は
、
そ
の
よ
う
な
詠
作
主
体
、
柿
蔕
人
真
似
を
こ
の
狂
歌
の
作
者
と
し
て
よ
い
だ
ろ
う
か
。
い
や
、
内
容
が
公
家
や
僧

侶
の
行
い
の
実
態
を
顕
わ
に
す
る
狂
歌
で
あ
る
か
ら
に
は
、
詠
作
主
体
が
即
ち
作
者
で
は
な
く
、
他
に
真
の
作
者
が
い
る
と
考
え
る
べ

き
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
人
物
が
ふ
さ
わ
し
い
で
あ
ろ
う
か
。
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公
家
の
和
歌
門
弟
の
制
度
や
実
態
に
詳
し
く
、
参
内
の
御
供
の
故
実
に
も
通
じ
、
寺
院
で
の
僧
侶
の
破
戒
ぶ
り
を
描
き
、「
源
氏
物

語
三
箇
の
秘
事
」（
三
国
揚
名
の
介
）
を
話
に
持
ち
出
し
、「
歌う
た

人よ
み

は

下へ

手た

こ
そ
よ
け
れ

天あ
め

地つ
ち

が

動う
ご
き
だ揺
し
て
は

堪た
ま

ら
じ
と
」（
一

首
目
冒
頭
）
や
「
先せ

ん

生せ
い

と

称よ
び

て
唾は
い

壺ふ
き

す
て
さ
ゝ
れ
」（
二
首
目
中
ほ
ど
）
と
知
ら
れ
た
狂
歌
や
川
柳
を
踏
ま
え
る
人
物
で
あ
る
。

特
に
参
内
の
御
供
の
故
実
と
実
態
に
詳
し
い
こ
と
か
ら
、
非
蔵
人
な
ら
ば
右
の
条
件
を
満
た
し
て
い
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。

上
掲
の
『
非
蔵
人
盟
約
』
の
②
の
最
後
の
と
こ
ろ
に
「
官
暇
に
ハ
、
学
文
手
跡
／
風
雅
之
道
相
嗜
、
上
古
の
／
風
を
学
、
心
之
内
外

に
可
／
弁
事
専
要
々
々
」
と
あ
っ
た
よ
う
に
、
非
蔵
人
は
冷
泉
家
な
ど
の
宗
匠
家
や
小
沢
蘆
庵
の
門
人
と
な
り
、
自
分
た
ち
で
も
稽
古

歌
会
を
催
す
な
ど
歌
道
に
精
進
し
て
い
た
。
堂
上
・
地
下
双
方
の
歌
壇
・
歌
人
に
つ
い
て
通
じ
て
も
い
た
と
言
え
よ
う
。
同
じ
く
『
非

蔵
人
盟
約
』
の
⑤
の
第
五
項
に
は
「
於
小
番
所
卑
俗
の
戯
雑
談
可
被
相
慎
候
」
と
あ
る
。
そ
の
「
卑
俗
の
戯
」
に
類
す
る
も
の
と
し
て
、

こ
の
狂
歌
が
作
ら
れ
興
じ
ら
れ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。

先
に
も
述
べ
た
が
、
文
中
に
「
非
蔵
人
に

御
人
と
呼
ば
れ

手
束
弓
」
と
あ
っ
た
。
こ
の
一
節
に
よ
り
詠
作
主
体
が
地
下
人
と
分

か
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
同
時
に
「
非
蔵
人
」
で
は
な
い
こ
と
が
明
示
さ
れ
て
も
い
る
こ
と
に
な
る
。
と
す
る
な
ら
ば
、
逆

に
、
こ
の
一
節
は
公
家
や
僧
侶
へ
の
表
立
っ
て
の
批
判
が
憚
ら
れ
る
非
蔵
人
の
立
場
か
ら
為
さ
れ
た
カ
ム
フ
ラ
ー
ジ
ュ
な
の
で
は
な
い

か
。
た
だ
し
、
作
者
の
仲
間
内
で
は
読
む
人
が
読
め
ば
作
者
は
分
か
る
は
ず
。
カ
ム
フ
ラ
ー
ジ
ュ
も
含
め
て
そ
の
匿
名
性
を
楽
し
ん
で

い
る
の
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
、
本
書
は
非
蔵
人
と
し
て
宮
中
に
仕
え
た
藤
島
家
の
蘆
庵
文
庫
に
伝
わ
る
。
本
文
の
筆
者
は
未
詳
な
が
ら
、
写
し
誤
り
は

見
ら
れ
ず
、
作
者
自
筆
と
は
限
ら
ず
と
も
作
者
に
ご
く
近
し
い
人
物
の
手
に
な
る
可
能
性
は
低
く
は
な
い
。
以
上
、
本
書
を
非
蔵
人
に

よ
る
手
す
さ
み
と
考
え
て
お
き
た
い
。
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〔
翻
刻
〕

歎
歌
道
之
興
廃
俳
諧
長
歌

」（
表
紙
外
題
）

歎
歌
道
之
興
廃
俳
諧
長
歌
二
首

柿
蔕
人
真
似

　
　
　

寄
縉
紳
家
一
首

歌う
た

人よ
み

は

下へ

手た

こ
そ
よ
け
れ

天あ
め

地つ
ち

が

動う
ご

揺き
だ

し
て
は

堪た
ま

ら
じ
と

よ
み
し
も
実げ
に
や哉

今
の
世
は

位く
ら
ゐが
あ
つ
て

無か
ら

銭け
つ

で

女
の

不ほ
れ
ぬ惚

縉お
く

紳げ
た
ち家

青ち
や
や樓
へ
ゆ
か
れ
ぬ

鬱う

悒さ

ば
ら
し

酒さ
け
の

敵あ
い
て

か

た
ゞ
し
ま
た

鉄お
は
ぐ
ろ漿
臭く
さ
い

口く
ち

誓き
か

ん

た
ね
に
せ
う
と
か

よ
び
よ
せ

て

束ご
し
う
ぎ脩
な
し
の

御
入
門

表
お
も
て

向む
き

に
は

此こ
な
た方
か
ら

鸞さ
ん
ぼ
ん
い
り

尾
函
を

献
た
て
ま
つり

予よ

が
門
人
の

何な
に

某が
し

と

余よ

所そ

で
は
い
は
れ

不よ
い
か
ほ

知
恥
で

如ご
け
ら
い
な
み
に

股
肱

昵お
し

近だ
し

て

御
会
始
は

前ま
へ
び日
か
ら

早
朝
参
殿

仕

餅も
ち

の
か
び
や
ら

鯛た
ひ

の
塩し
ほ

払ふ

拭き

灑そ
う
じ掃
ま
で

て
つ
だ

へ
し

拝
賀
参
向

勅
使
な
ど

晴は
れ

の
行
装
」（
1
オ
）
供
お
と
も

奉だ
て

無
人
の
と
き
は

か
た
ら
は
れ

一
日
ば
れ
も

身み

に
お
は
ぬ

淑よ
き

衣き
ぬ

な
ら
ぬ

布し
ろ
こ
ば
り衣

烏ほ
そ
だ
て
き

帽
着
た
る

そ
の
様ざ
ま

は

鈴す
ゞ

を
忘わ
す
れし

門か
ど

祓は
ら
ひ

高た
か

天ま
が

原は
ら

も

よ
れ
る
ほ
ど

を
か
し
く
候そ
ろ

と

人
や
み
む

ま

た
は
わ
た
り
の

侍み
さ
も
ら
ひ臣

交で
か
は
り代
養や
ぶ
い
り

父
入

菅す
が

根の
ね

の

日
な
が
き
春
の

お
や
と
ひ
に

内う
ち

に
御ご

参さ
ん

の

御
供
と
て

彼か
の

維こ
れ

光み
つ

の

扮
い
で
た
ちし

左
に
御み

沓く
つ

右
の
手
に

御み
は
か
せ

太
刀
も
ち
て

御み

傘か
さ

を
も

も
た
ま
く
ほ
し
き

春は
な

陰ぐ
も
り

雨あ
め

ち
か
げ
な
る

仮ひ
と

庪や
ど
り

先さ
き

に
や
ど
り
し

衆も
ろ

人び
と

は

み
な
不し
ら
ぬ
ひ

知
火
の

筑つ
く
し紫
人

陸み
ち
の
く奥
人
に

あ
ふ
ご
と
く

話は
な
しあ
は
ね
ば

に
ら
み
く
ら

無し

言ゞ
行ま

す
る
か
と

余よ

所そ

に
み
む

伸の
び

と
欠あ
く
びの

あ
ひ
だ
に
は

頸く
び

さ
し
の
ば
し

御ご

退た
い

出し
ゆ
つ

い
ま
や
〳
〵
と

透す
い
が
き

檜
垣
の

隙ひ
ま

窺の
ぞ
く

間ま

も

久ひ
さ

堅か
た

の

雲
の
」（
1
ウ
）
上

に
は

ち
か
け
れ
ど

落ら
く

書が
き

だ
ら
け
の

板
じ
き
に

小
便
の
臭か

を

香か

具ぐ

山や
ま

に

衣
ほ
す
て
ふ

夏
ち
か
き

日
は
く
れ
か
ね
て

蒸む
し

あ
つ
く

眠ね
ぶ
るも
沓く
つ

の

仮か
り

枕ま
く
ら

さ
め
て
片か
た

頬ほ

に

つ
く
砂
を

は
ら
ふ
ま
も
な
く

非ひ
く
ろ
ど

蔵
人
に

御
人
と
呼よ
ば

れ

手た
つ
か
ゆ
み

束
弓

は
り
あ

ひ
も
な
き

ひ
と
り
供ど

も

こ
れ
も
三さ
ん

国ご
く

揚よ
う

名め
い

ノ

介す
け

と
お
も
へ
ば

腹は
ら

た
ゝ
ず

ま
た
あ
る
と
き
は

地
下
交ま
じ

り

内う
ち

々〳
〵

当た
う

座ざ

を

聖
護
院

森
の
西
な
る

野
は
づ
れ
の

予よ

が
別べ
つ

荘そ
う

へ

可お
じ
や来
と
命ぎ
よ
い

承お
う
け
ま
を諾し
て

黄た
そ
が
れ昏
に

狐
き
つ
ね

鳴な
く

野の

の

秋
風
も

身
に
し
む
月
の
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夜よ
み
ち行
に
て

馬う
ま
の
く
そ糞
で
も

ひ
ろ
う
か
と

眉ま
ゆ

毛げ

を
濡ぬ
ら

す

椿つ
ば

市い
ち

の

旅や

舎ど

に
は
あ
ら
ぬ

わ
が
宿
の

軒の
き

端ば

の
松
を

あ
と
に
み
て

露
お
き
あ
ま
る

草
川
の

木こ

の
く
れ
橋ば
し

」（
2
オ
）
の

危あ
や
ふさ
は

泊は
つ

瀬せ

に
か
よ
ふ

こ
ゝ
ち
し
て

短は
つ
〳
〵
ば
か
ま褌

鶴つ
る

脛は
ぎ

の

長な
が

畷て

を

ゆ
け
ば

鴨か
も

川が
は

の

涯き
し

に
短
み
じ
か
き（
マ
マ
）

き

あ
し
垣が
き

は

彼か
の

別べ
つ

荘そ
う

と

お
と
な
へ
ば

御お
ま
し座
は
ち
か
き

障さ
う

子じ

ご
し

こ
ち
や
と
の
た
ま
ふ

御

声
に

応
と
い
ら
へ
て

膝
い
ざ
り

行い
で

傍か
た
へを
み
れ
ば

上か
み

座く
ら

に

彼か
の

御
出
入
の

幇た
い

間こ

兼い
し
や医

次
は
む
か
し
の

椎
茸
も

今
は
秋し

霖め

菌ぢ

の

つ
ぼ
み
め
く

比び

丘く

尼に

頭あ
た
まは

こ
れ
ぞ
此

故こ

殿ど
の

の
御み

代よ

の

側め
し

室つ
か
ひ

そ
の
外
列な
み

坐ゐ
る

人
々
は

み
な
詠
草
を

奉
る

を
り
か
ら
わ

れ
も

お
く
れ
じ
の

ま
け
じ
だ
ま
し
ひ

玉た
ま

鉾ぼ
こ

の

み
ち
に
て
よ
み
し

両ふ
た
つ
み
つ

三
首

四よ
つ
を
り

ツ
折
出
せ
ば

は
し
の
か
た

可
然
と
の

御み

点し
る
しは

こ
ゝ
ろ
そ
ま
ね
ど

染そ
め

て
か
く

筆
の
墨く
ろ
いと

朱あ
か
いと
は

い
づ
れ
弟で

子し

や
ら

師し
し
や
う匠
や
ら

あ
ち
ら
こ
ち
ら
も
」（
2
ウ
）

上か
み
し
も下
の

わ
か
ち
は
う
し
や

大う

人し

と
だ
に

せ
め
て
一い
ち

座ざ

の

人
々
に

い
は
れ
ま
星ほ
し

を

か
つ
竿さ
を

の

雫し
づ
くば
か
り
の

ゆ
か
り
よ

り

わ
が
家や

を
さ
し
て

車く
る
まど
め

馬う
ま

つ
な
ぎ
を
も

建た
て

並な
べ

て

門か
ど
べ外
に
市い
ち

を

な
す
よ
し
も
が
な

　
　
　

寄
緇
流
一
首

志し

貴き

島し
ま

の

や
ま
と
こ
と
の
葉

塵ち
り

世の
よ

に

塵ち
り

塚づ
か

よ
り
も

多お
ほ

か
れ
ば

わ
が
は
き
だ
め
の

芥あ
く
た
こ
そ

人
の
し
も
に
や

朽く
ち

果は
て

め

よ
し
朽く
つ

る
と
も

讃さ
ん

仏ぶ
つ

の

因ち
な
みを
だ
に
も

む
す
ば
む
と

家い
へ

は
出い
で

て
も

世
は
す
て
ぬ

法ほ
う

師し

の
隊む
れ

に

入い
り

相あ
ひ

の

か
ね
て
如き
く

聞ご
と

吾あ
が

仏ほ
と
け

我あ
が

寺て
ら

尊た
ふ
と

あ
な
た
ふ
と

鳶と
び

が
産う
む

子こ

の

鷹た
か

揚あ
が
り

気き

ば
か
り
高た
か
い

一い
つ

山さ
ん

衆し
ゆ

」（
3
オ
）
二に

乗じ
や
う

根こ
ん

生ぜ
う
二
者
声

聞
縁
覚

偏へ
ん

屈く
つ

に

三さ
ん

無む

差さ

別べ
つ

三
ハ
心
仏

衆
生

は

口
ば
か
り

出し
ゆ

世せ

仏
法
世せ

間け
ん
世
間
法

と

わ
け
へ
だ
て

世せ

情ぜ
う

に
う
と
き

頓な
ま

悟ざ
と
り

ほ
ん
に
無け
の
な
い髪

梵ぼ
ん

子ち

と
て

緋
あ
か
い

衣べ
ゝ

着き

る

我わ
れ

慢は

顔が
ほ

増ぞ
う

上じ
や
う

慢ま
ん

の

狗
て
ん
ぐ

賓た
ち

や
ま
鼻み
づ
は
な涕
の

二に

条ほ
ん

棒ぼ
う

た
ら
し
た
ら
さ
れ

謁め

見み
え

せ
し

小こ

侍ざ

も
好に
さ
い男
と

変へ
ん

成ぜ
う

女に
よ

夜よ

衾ぎ

や
蒲ふ
と
ん団
の

あ
げ
お
ろ
し

軟
く
ゝ
り

枕ま
く
らの

同そ
ひ
ぶ
し

寝
席
に

ほ
り
た
て
ら
れ
し

竃お
か
ま
や
く

戸
令

竃
か
ま
ど

将し
や
う

軍ぐ
ん

護て
ら
だ
い
じ

法
神

坊て
ら
の
た
い
し
よ
う宰

己お
れ

ひ
と
り

と
ば
か
り
誇ほ
こ

る

老よ
う
べ
や宰
と

同
格
ら
し
く

あ
し
ら
は
れ

師で
し
も
し
し
よ
う
も

資
共

呼き
や
つ
と
よ
び

渠
奴

蒟こ
ん

蒻に
や
く

頭あ
た
ま

ふ
り
ま
は
し

酢す

で
呑の
む

や
う
に

い
は
れ
て
も

襟え
り

に
と

り
つ
く

滑ぬ
め

田た

も
の

寺
廻
し
て

棋ご
の
あ
い
て敵

茶か
ま

会び

の
客お
つ
め丁

参さ
ん

会く
わ
いの

陪と
り
も
ち宴
な
ど
に

た
の
ま
れ
て

午ひ
る
ご後
早
々
」（
3
ウ
）
来き

て
み
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れ
ば

赤
あ
か
い

のも

あ
れ
ば

白し
ろ
いの
も

あ
る
は
精お
て
ら舎
の

垣か
き
の
う
ち内

蹴ま

鞠り

の
夕
庭

忽そ
は

劇〳
〵

と

終は
て

は
蕎そ
ば

麦き
り

煖に
う

麺め
ん

の

菽み

醤そ

葱ひ
と

白も
じ

よ
り

お
も

ひ
つ
き

小た
う
ざ集
催
す

客
殿
に

雛こ

僧ぞ
う

小こ

茵じ
と
ね

敷し
き

島し
ま
やや

哥
は
傍つ
け
たり

般は
ん

若に
や

湯た
う
酒
唐
名

智ち

慧ゑ

も
無な

気げ

な
る

道ぼ
ん
さ
ん人
の

円ま
と

居ゐ

を
み
れ
ば

山
城
の

狛こ
ま

の
わ
た
り
の

瓜う
り

田ば
た
け

上な

る戸
も
下な
ら
ぬ戸
も

展こ
ろ
び転
あ
ひ

縦た
て

に
匍は
ら

匐ば
い

横よ
こ

に
臥ふ

伏し

失ぎ
や
う
ぎ
く
づ
し

礼
儀
て

後
々
は

跏あ
ぐ
ら
を
か
い趺
て

歌う
た
う
た
ひ
謡

偏か
た

袒は
だ
ぬ
いで

俳お
ど
け
ま
ひ優

歓く
わ
ん
ぎ喜
踊ゆ

躍や
く

の

噱ゑ
ら
ぎ
や楽
し

盛さ
い

た
燕さ
か
も
り酒

無は
て
も
な
く度

或
し
ひ
る
も

強あ
れ
ば

或
よ
わ
る

辞あ
り

宴さ
け
も飲
闌し
ら
けし

爾そ
の
と
き
に時

先せ
ん

生せ
い

即そ
こ
で

従ざ
を
た
つ
て

座
起

挙あ
ふ
ぎ
を
あ
げ
扇
て

一ひ
と
さ
し曲
舞ま
ふ

間あ
ひ

は
愛あ
ひ
そ相
の

好う
り
こ
と
ば言

御ご

前ぜ
ん

と
投さ
せ

ば

喜う

れ

し

げ

色
溢
面
に

お
ま
へ
と
返か
へ

す

軟か
ひ
こ
と
ば語

字お

ん音
と
和よ

み訓
と
の

仮か
な
づ
か
ひ

字
遣

ま
か
り
ち
が
へ
ば
」（
4
オ
）
先せ
ん

生せ
い

と

称よ
び

て
唾は
い

壺ふ
き

す
て
さ
ゝ
れ

扨
探た
ん

題だ
い

の

詠
草
は

朱あ
か

弁べ
ん

慶け
い

に

な
ほ
す
の
も

皆み
な

義よ
し

経つ
ね

に

し
て
お
け
ば

い
つ
も
御
機
嫌

よ
し
の
山

花は
な

よ
り
あ
だ
な

薄
う
つ
り
ぎ
や情
や（
マ
マ
）

歓く
わ
ん
ぎ
み
し
よ
う

喜
微
笑
の

御ご

相そ
う

好ご
う

そ
の
く
せ
何な
に

目も
く

連れ
ん

尊そ
ん

扨
そ
の

次
の

阿あ
ら
か
ん

羅
漢
も

賓び
ん
ず
る
そ
ん

頭
盧
尊
か

吝
し
わ
ん

嗇ぼ

僧う

次
は
疑
う
た
が
ひ

深ふ
か

草く
さ

の

石せ
き

宝ほ
う

寺じ

の

羅ら

漢か
ん

か
も

や
み
ら
み
ち
や
の

巌い
し
こ
づ
ら

稜
顔

あ
ぶ
も

な
か
せ
ば

茶
に
す
る
と

唇
く
ち
び
る

反そ
ら

し

蜂ふ
く
れ
が
ほ

吹
顔

憎に
く

さ
も
悪に
く

し
と

添て
ん

削さ
く

し

誹ひ

難な
ん

た
ら
〴
〵

書か
く

を
み
て

舎し
や

利り

に
な
つ
て

ほ
つ

〳
〵
と

怒お
こ
れ起
ど
阿あ

難な
ん

と

迦か
せ
う
そ
ん

葉
尊

仕し
や
う
も
や
う

様
模
様
も

な
い
歌
は

褒ほ
め

て
お
く
の
が

方ほ
う

便べ
ん

ぞ

如か
ゝ
る是
偏へ
ん

物ぶ
つ

文も
ん

蒙ま
う

の

無む

目も
く

世せ

界か
い

の

教け
う

主し
ゆ

に
は

多た

識し
き

博は
く

仏ぶ
つ

出し
ゆ
せ世
せ
ず

腸は
ら

を
う
ろ
よ
り

名な

を
」（
4
ウ
）
売う
つ

て

見け
ん

識し
き

ば
ら
ず

拳け
ん

を
う
ち

哥う
た
こ
と論
い
は
ず

艶う
た
う
た
ひ歌

仰あ
げ

頤お
と
が
ひの

鬚
ひ
げ
の

埃ち
り

箕ち
り

箒と
り

注て
を
け桶
に

ち
ん
ち
ろ
り

酒
を
も
少
々

飲の
み

な
ら
ひ

さ
い
つ
お
さ
へ
つ

添ざ
を

興も
つ

て

時
の
興け
う

に
は

俳は
い

諧か
い

哥か

夷ひ
な
ぶ
り曲
め
く
も
の

口く
ち

利ば
や

に

耳み
ゝ

遠
か
ら
ず

い
ふ
も
よ
し

唯た
ゞ

諸
梵
刹
の

幇お
た
い
こ間
と

な
つ
て
鳴な
ら

せ
ば

法お
の
づ
か
ら

爾
自
然

名
も
た
か
〴
〵

と

高た

顕か

目か
ん
ば
ん標

掲あ
げ

て
歌う
た

店み
せ

出
し
や
が
ほ
の

青
あ
を
い

渋し
ぶ

柿が
き

蔕へ
た

な
が
ら

ほ
し
か
た
ま
り
し

片か
た

山や
ま

の

獼さ

猴る

歌う
た

客よ
み

と

い
は
る
べ
し

一よ
し
や任
三み
す
ぢ
の

毫け

は
足た

ら
ず
と
も
」（
5
オ
）

て
ら
〴
〵
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（
Ⅱ
─
2
）
「
狂
歌
書
付
一
紙
」

〔
解
題
〕

「
歎
歌
道
之
興
廃
俳
諧
長
歌
」
に
付
随
す
る
「
狂
歌
書
付
一
紙
」
は
、
縦
三
〇
・
七
×
横
四
二
・
七
糎
、
楮
紙
。
折
紙
一
枚
。
一
首

一
行
書
き
で
、
狂
歌
四
十
七
首
を
列
記
す
る
。
作
者
名
・
題
・
詞
書
は
各
歌
の
右
肩
に
朱
書
、
最
後
の
一
首
は
歌
の
前
に
「
跡
付
」
と

墨
書
。
他
に
書
き
入
れ
等
は
な
く
、
本
紙
の
書
写
者
、
作
成
さ
れ
た
目
的
な
ど
は
不
明
。
歌
に
も
一
見
し
て
共
通
性
は
見
ら
れ
ず
、
配

列
に
つ
い
て
も
同
一
作
者
の
歌
が
連
続
し
て
並
ぶ
部
分
が
あ
る
以
外
に
意
図
は
見
出
せ
な
い
。
作
者
は
石
田
未
得
（
一
五
八
七
─
一
六

六
九
、「
み
と
く
」）、
大
田
南
畝
（
一
七
四
九
─
一
八
二
三
、「
ね
ぼ
け
」）、
朱
楽
菅
江
（
一
七
四
〇
─
一
八
〇
〇
）、
元
木
網
（
一
七

二
四
─
一
八
一
一
、「
本
の
も
く
あ
み
」）
な
ど
の
狂
歌
師
の
他
、
俳
人
横
井
也
有
（
一
七
〇
二
─
一
七
八
三
、「
横
井
孫
右
衛
門
」）、

奥
医
師
橘
元
周
（
一
七
二
八
─
？
）、
四
代
目
市
川
團
十
郎
（
一
七
一
一
─
一
七
七
八
）、
五
代
目
市
川
團
十
郎
（
一
七
四
一
─
一
八
〇

六
）
な
ど
の
人
物
も
見
え
、
さ
ら
に
は
「
京
都
町
人
」「
不
知
」
な
ど
個
人
が
特
定
で
き
な
い
詠
も
少
な
く
な
い
。
ま
た
、
例
え
ば
二

八
首
目
「
九
十
九
夜
」
の
歌
は
『
後
撰
夷
曲
集
』
で
は
岡
田
酒
粕
の
作
と
し
て
掲
出
さ
れ
る
が
（
第
四
句
「
見
初
て
わ
れ
は
」）、
本
紙

で
は
石
田
未
得
の
作
と
さ
れ
る
な
ど
、
依
拠
資
料
に
つ
い
て
も
未
詳
で
あ
る
。
ひ
と
ま
ず
、
本
紙
は
複
数
の
資
料
か
ら
狂
歌
が
抜
き
書

き
さ
れ
た
も
の
と
今
は
見
て
お
き
た
い
。
た
だ
、
最
後
に
置
か
れ
た
一
首
�
の
み
は
、
朱
筆
の
作
者
名
が
記
さ
れ
ず
「
跡
付
」
と
あ
り
、

そ
れ
ま
で
と
は
書
式
が
異
な
る
。
歌
の
内
容
「
賤
の
め
が
殿
上
人
に
く
ど
か
れ
て
下
か
ら
上
へ
と
ん
と
落
け
り
」
が
非
蔵
人
に
身
近
な

事
柄
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
書
付
自
体
が
非
蔵
人
の
所
為
で
あ
る
可
能
性
が
考
慮
さ
れ
て
も
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。



『非蔵人盟約』と『歎歌道之興廃俳諧長歌二首』解題と翻刻

71

〔
翻
刻
〕（
墨
書
と
朱
書
は
表
記
の
上
で
区
別
し
な
か
っ
た
が
、
各
歌
右
肩
の
作
者
名
・
題
・
詞
書
は
底
本
で
は
い
ず
れ
も
朱
書
）

⑴
住
吉
の
姫
松
幾
世
へ
ぬ
ら
ん
と
言
し
よ
り
ま
た
幾
よ
へ
ぬ
ら
ん

⑵
股
ぐ
ら
を
く
ゞ
り
し
人
も
頂
ぬ
金
の
冠
玉
の
や
う
ら
く

⑶
高
足
の
ま
り
か
と
み
え
て
夫
な
ら
で
柳
に
あ
り
や
有
明
の
月

⑷
習
は
ず
に
書
や
此
仮
名
風
替
り
今
は
か
ら
で
も
書
や
此
か
な

⑸
吸
付
る
た
ば
こ
は
誰
と
し
ら
ぬ
火
の
つ
く
し
狩
す
る
春
の
野
あ
そ
び

⑹
此
川比

の
門
の
倅
に
魚
取
て
く
わ
せ
よ
と
ゝ
よ
か
ゝ
岩
が
下

⑺
高
砂
の
尾
上
の
金鐘

も
お
と
す
な
り
ま
し
て
ね
も
な
き
石
は
も
の
か
は

⑻
あ
な
う
な
ぎ
何
れ
の
山
の
妹
と
せ
を
さ
か
れ
て
末
に
身
を
こ
が
す
と
は

⑼
煤
は
き
が
す
め
ら
ば
顔
を
あ
ら
ふ
べ
し
皆
御
大
儀
で
候
の
水

⑽
暁
の
金
に
血
ぬ
り
し
誓
紙
さ
へ
牛
や
羊
に
か
へ
ら
れ
し
み
は

⑾
そ
し
て
又
お
ま
へ
い
つ
き
な
猿
の
尻
あ
か
つ
き
斗
う
き
も
の
は
な
し

⑿
ち
は
や
す
る
髪
を
も
い
は
ぬ
た
す
き
が
け
茶
は
く
れ
な
ゐ
に
水
く
る
ゝ
と
は

⒀
新
造
の
朝
は
白
川
夜
舟
に
て
浪
の
う
つ
ゝ
に
こ
が
れ
ぬ
る
夢

⒁
う
づ
高
く
左
巻
な
る
左
大
弁
是
は
決
て
公
家
の
屎
也

⒂
蓋
取
て
み
れ
ば
ぬ
き
身
の
恐
ろ
し
や
き
ら
ず
と
聞
て
落
付
に
け
り

⒃
今
の
ま
に
ど
ふ
し
て
煮
た
か
三
な
す
び
ふ
じ
の
客
に
は
一
の
御
馳
走

詠
人
不
知

尾
州
御
家
人
横
井
孫
右
衛
門

柳
月
題

同
人

唐
人
の
仮
名

同
人

同
人

尾
州
御
城
に
て
、
同
人

ら
う
せ
き
落
て
、
同
人

ね
ぼ
け

〃〃
、
孟
子
書

〃〃
、
吉
原
よ
り
朝
戻
り
に
て

〃〃
、
浅
草
馬
道
ニ
而

奥
医
師
た
ち
花
宗
仙
院

〃
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⒄
い
に
し
へ
は
子
を
尋
た
る
隅
田
川
今
は
に
人
が
御
矢
を
尋
る

⒅
朝
よ
り
よ
き
御
な
を
ば
給
り
て
末
男
の
さ
い
に
せ
よ
と
は

⒆
春
夏
の
気
ち
が
い
な
れ
や
き
の
ふ
ま
で
わ
ら
ひ
し
山
に
鳴
時
鳥

⒇
皆
寄
て
何
か
ち
ん
ぶ
ん
韓
武
帝
人
の
座
敷
で
是
は
り
ふ
人

�
寿
を
長
地
に
打
て
や
は
ら
皷
た
ゝ
つ
狸
の
ち
ゝ
つ
千
代
ま
で

�
明
た
れ
ば
も
う
春
風
が
ふ
く
は
内
御
庭
外
ま
で
匂
ふ
梅
が
ゝ

�
蚊
の
や
う
な
蠅
の
様
な
る
我
〳
〵
も
を
め
し
に
付
て
罷
出
け
り

�
世
の
中
に
蚊
ほ
ど
う
る
さ
き
物
は
な
し
文
武
と
い
ふ
て
身
を
せ
め
に
け
り

�
か
ち
も
ふ
で
祈
る
す
あ
し
の
つ
め
た
さ
を
君
に
し
ら
せ
て
足
袋
給
へ
か
し

�
あ
せ
水
を
流
し
て
習
ふ
剣
術
の
や
く
に
も
立
ぬ
御
代
ぞ
目
出
度

�
青
鑑
と
い
へ
共
も
め
る
紙
合
羽
ゆ
た
ん
の
な
ら
ぬ
天
が
下
哉
」

�
九
十
九
夜
か
よ
ひ
し
人
の
足
づ
よ
や
我
は
み
て
さ
へ
腰
を
ぬ
か
す
に

�
隣
に
は
眠
り
な
が
ら
の
さ
よ
碪
打
て
替
り
て
こ
ち
は
ね
ら
れ
ず

�
元
乱
れ
末
の
つ
ま
ら
ぬ
恋
な
ら
ば
い
つ
そ
私
し
は
し
の
ゝ
と
う
ま
く

�
打
ま
か
す
君
と
し
り
せ
ば
つ
ん
〳
〵
と
振
て
み
せ
た
は
わ
し
が
あ
ざ
む
き

�
其
ま
ゝ
に
置
下
の
句
や
仮
り
橋
の
し
ろ
き
を
み
れ
ば
夜
ぞ
更
に
け
る

�
捨
米
を
ひ
ろ
ひ
て
大
家
餅
に
つ
き
う
す
よ
り
上
て
さ
と
を
た
づ
ぬ
る

�
を
し
ま
せ
う
か
よ
し
に
せ
う
か
の
両
あ
ん
じ
い
こ
か
戻
ろ
か
ふ
り
み
ふ
ら
ず
み

〃ね
ぼ
け

狂
哥
師
せ
ん
し
う
あ
ん

あ
け
ら
け
ん
か
う

ね
ぼ
け
、
御
扇
子
ニ

〃〃
、
白
川
殿
へ
め
さ
れ
て

〃
、
退
出
之
砌

岐
阜
刀
屋
忠
六

本
の
も
く
あ
み

〃
、
江
戸
御
構
に
成

み
と
く

〃不
知

山
田
主
馬

京
都
町
人

江
戸
、
借
家
へ
捨
子
、
家
主

京
寺
田
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�
物
ご
と
は
拍
子
違
に
成
に
け
り
舌
皷
の
み
う
つ
ゝ
な
の
世
や

�
明
星
か
茶
屋
の
女
に
よ
い
も
あ
り
又
首
筋
に
あ
か
つ
き
も
あ
り

�
楽
し
み
は
春
の
桜
に
秋
の
月
夫
婦
中
能
三
度
喰
め
し

�
其
後
は
ひ
ろ
ひ
て
も
な
し
み
を
の
浦
松
に
霞
の
衣
か
ゝ
り
て

�
宿
か
り
し
其
時
よ
り
の
鉢
の
木
の
名
に
こ
そ
つ
も
れ
さ
の
ゝ
白
雪

�
う
す
な
さ
け
契
り
を
米
の
舂
は
て
ゝ
こ
ぬ
か
〳
〵
と
思
く
る
し
さ

�
春
雨
の
こ
ぬ
か
の
様
に
降
く
る
は
雲
の
あ
な
た
に
月
や
有
ら
ん

�
か
み
な
り
の
空
に
太
皷
を
打
出
し
て
先
今
日
は
是
切
の
春

�
千
金
の
よ
ひ
と
あ
た
へ
は
定
れ
ど
ね
ら
れ
ぬ
物
よ
春
の
暁

�
千
金
に
替
ち
と
お
も
ふ
春
の
日
も
一
両
日
に
成
に
け
る
哉

�
江
戸
を
立
一
二
三
四
五
日
め
に
ま
い
こ
の
宿
に
着
に
け
る
か
な

�
春
風
に
す
な
を
に
成
て
な
び
け
ど
も
雪
に
は
折
て
み
せ
ぬ
青
柳

�
跡
付

賤
の
め
が
殿
上
人
に
く
ど
か
れ
て
下
か
ら
上
へ

と
ん
と
落
け
り

　
　
　

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉

　
　
　
　
　

誓
約

狂
歌

藤
島
宗
韶

藤
島
宗
順

非
蔵
人

新
日
吉

ね
ぼ
け

市
川

同
倅
団
十
郎

不
知

　
　
　
　
　
　
　

太
田
政
之
助

寄
米
恋

も
く
あ
み
妻
、
知
恵
内
侍

朱
楽
菅
江

不
知

〃江
戸
、
田
子
浦
人

不
知
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（Ⅰ）『非蔵人盟約』②、藤島宗韶（忠韶）筆
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（Ⅱ─ 1 ）『歎歌道之興廃俳諧長歌二首』冒頭部分

（Ⅱ─ 2 ）「狂歌書付一紙」巻尾部分




